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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年3月6日(2008.3.6)

【公開番号】特開2006-236807(P2006-236807A)
【公開日】平成18年9月7日(2006.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2006-035
【出願番号】特願2005-50475(P2005-50475)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  14/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ  14/00    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月22日(2008.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板１１と、
　該基板１１の一面側に対向して配置された透光性基板２と、
　該基板１１の該一面側に配設された触媒電極３１と、
　該透光性基板２の一面側に配設された増感色素を有する半導体電極４と、
　該半導体電極４の少なくとも一部に含有され、且つ該半導体電極４と該触媒電極３１と
の間に充填された電解質６と、を備える色素増感型太陽電池において、
　該触媒電極３１は、光散乱粒子７を含有することを特徴とする色素増感型太陽電池。
【請求項２】
　基板１１と、
　該基板１１の一面側に対向して配置された透光性基板２と、
　該基板１１の該一面側に配設された触媒電極３２と、
　該触媒電極３２の上面に形成された光散乱層５と、
　該透光性基板２の一面側に配設された増感色素を有する半導体電極４と、
　該光散乱層５、及び該半導体電極４の少なくとも一部に含有され、且つ該半導体電極４
と該触媒電極３２との間に充填された電解質６と、を備える色素増感型太陽電池において
、
　上記光散乱層５は、光散乱粒子７を含有することを特徴とする色素増感型太陽電池。
【請求項３】
　透光性を有する基板１２と、
　該基板１２の一面側に対向して配置された透光性基板２と、
　該基板１２の該一面側に配設され透光性を具備する触媒電極３２と、
　該基板１２の他面側に配設された光散乱層５と、
　該透光性基板２の一面側に配設された増感色素を有する半導体電極４と、
　該半導体電極４の少なくとも一部に含有され、且つ該半導体電極４と該触媒電極３２と
の間に充填された電解質６と、を備える色素増感型太陽電池において、
　上記光散乱層５は、平均粒径が該半導体電極４の光吸収率が５０％となる光波長の２５
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～７５％の値である光散乱粒子７を含有することを特徴とする色素増感型太陽電池。
【請求項４】
　透光性を有する基板１２と、
　該基板１２の一面側に対向して配置された透光性基板２と、
　該基板１２の該一面側に配設された光散乱層５と、
　該光散乱層５上に形成され透光性を具備する触媒電極３２と、
　該透光性基板２の一面側に配設された増感色素を有する半導体電極４と、
　該散乱層５、及び該半導体電極４の少なくとも一部に含有され、且つ該半導体電極４と
該触媒電極３２との間に充填された電解質６と、を備える色素増感型太陽電池において、
　上記光散乱層５は、光散乱粒子７を含有することを特徴とする色素増感型太陽電池。
【請求項５】
　上記光散乱粒子７の平均粒径が、上記半導体電極４の光吸収率が５０％となる光波長の
２５～７５％の値である請求項１、２及び４のうちのいずれか１項に記載の色素増感型太
陽電池。
【請求項６】
　上記光散乱粒子７は金属酸化物である請求項１乃至５のうちのいずれか１項に記載の色
素増感型太陽電池。
【請求項７】
　上記光散乱粒子７がチタニアからなる、またはチタニア及び／又はアルミナを含有する
請求項１乃至６のうちのいずれか１項に記載の色素増感型太陽電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の色素増感型太陽電池は、以下の通りである。
　１．基板１１と、該基板１１の一面側に対向して配置された透光性基板２と、該基板１
１の該一面側に配設された触媒電極３１と、該透光性基板２の一面側に配設された増感色
素を有する半導体電極４と、該半導体電極４の少なくとも一部に含有され、且つ該半導体
電極４と該触媒電極３１との間に充填された電解質６と、を備える色素増感型太陽電池に
おいて、該触媒電極３１は、光散乱粒子７を含有することを特徴とする色素増感型太陽電
池。
　２．基板１１と、該基板１１の一面側に対向して配置された透光性基板２と、該基板１
１の該一面側に配設された触媒電極３２と、該触媒電極３２の上面に形成された光散乱層
５と、該透光性基板２の一面側に配設された増感色素を有する半導体電極４と、該光散乱
層５、及び該半導体電極４の少なくとも一部に含有され、且つ該半導体電極４と該触媒電
極３２との間に充填された電解質６と、を備える色素増感型太陽電池において、上記光散
乱層５は、光散乱粒子７を含有することを特徴とする色素増感型太陽電池。
　３．透光性を有する基板１２と、該基板１２の一面側に対向して配置された透光性基板
２と、該基板１２の該一面側に配設され透光性を具備する触媒電極３２と、該基板１２の
他面側に配設された光散乱層５と、該透光性基板２の一面側に配設された増感色素を有し
、半導体電極４と、該散乱層５、及び該半導体電極４の少なくとも一部に含有され、且つ
該半導体電極４と該触媒電極３２との間に充填された電解質６と、を備える色素増感型太
陽電池において、上記光散乱層５は、光散乱粒子７を含有することを特徴とする色素増感
型太陽電池。
　４．透光性を有する基板１２と、該基板１２の一面側に対向して配置された透光性基板
２と、該基板１２の該一面側に配設された光散乱層５と、該光散乱層５上に形成され透光
性を具備する触媒電極３２と、該透光性基板２の一面側に配設された増感色素を有する半
導体電極４と、該散乱層５、及び該半導体電極４の少なくとも一部に含有され、且つ該半
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導体電極４と該触媒電極３２との間に充填された電解質６と、を備える色素増感型太陽電
池において、上記光散乱層５は、平均粒径が該半導体電極４の光吸収率が５０％となる光
波長の２５～７５％の値である光散乱粒子７を含有することを特徴とする色素増感型太陽
電池。
　５．上記光散乱粒子７の平均粒径が、上記半導体電極４の光吸収率が５０％となる光波
長の２５～７５％の値である上記１．、２．及び４．のうちのいずれかに記載の色素増感
型太陽電池。
　６．上記光散乱粒子７は金属酸化物である上記１．乃至５．のうちのいずれかに記載の
色素増感型太陽電池。
　７．上記光散乱粒子７がチタニアからなる、またはチタニア及び／又はアルミナを含有
する上記１．乃至６．のうちのいずれかに記載の色素増感型太陽電池。
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